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例
規
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掲
載

規

則

ペ
ー
ジ

○
※
徳
島
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則

（
保
健
福
祉
政
策
課
地
域
福
祉
支
援
室
・
五
四
）

一

公公
布布
ささ
れれ
たた
条条
例例
等等
のの
ああ
らら
まま
しし

�

徳
島
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
規
則

第
五
十
四
号
）

一

こ
の
規
則
は
、
徳
島
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

生
活
関
連
施
設
、
特
定
生
活
関
連
施
設
、
公
共
車
両
等
及
び
公
共
工
作
物
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。

三

生
活
関
連
施
設
の
出
入
口
、
廊
下
等
の
部
分
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
整
備
基
準
に
つ
い
て

定
め
る
こ
と
と
し
た
。

四

生
活
関
連
施
設
を
三
の
整
備
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。

五

適
合
証
の
交
付
の
請
求
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

六

特
定
生
活
関
連
施
設
の
新
築
等
の
協
議
及
び
そ
の
変
更
の
協
議
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。

七

適
合
証
交
付
請
求
書
等
の
様
式
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

八

六
の
変
更
の
協
議
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

九

適
用
の
特
例
を
受
け
る
規
則
で
定
め
る
公
共
的
団
体
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

十

知
事
に
提
出
す
る
書
類
の
経
由
及
び
部
数
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

十
一

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
（
一
部
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
）
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

規規

則則

徳
島
県
規
則
第
五
十
四
号

徳
島
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
六
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
徳
島
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条

例
（
平
成
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
十
四
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
関
連
施
設
）

第
二
条

条
例
第
二
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
施
設
は
、
別
表
第
一
の
生
活
関
連
施
設
の
欄
に
掲
げ

る
施
設
と
す
る
。

（
特
定
生
活
関
連
施
設
）

第
三
条

条
例
第
二
条
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
生
活
関
連
施
設
は
、
別
表
第
一
の
生
活
関
連
施
設
の

欄
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
特
定
生
活
関
連
施
設
の
欄
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
整
備
基
準
）

第
四
条

条
例
第
十
七
条
の
整
備
基
準
（
以
下
「
整
備
基
準
」
と
い
う
。）
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り

と
す
る
。

（
整
備
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
）

第
五
条

条
例
第
十
八
条
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。
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一

文
化
財
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
文
化
財
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
あ
る
生
活
関
連
施
設
の
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
（
建

築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
大
規
模
の
修
繕

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
又
は
大
規
模
の
模
様
替
（
同
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
大
規
模
の
模
様

替
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
整
備
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

二

新
築
、
新
設
、
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
を
し
よ
う
と
す
る
生
活

関
連
施
設
の
敷
地
内
に
著
し
い
高
低
差
が
あ
る
場
合
及
び
敷
地
内
に
著
し
い
高
低
差
が
あ
る
施
設

の
用
途
を
変
更
し
て
生
活
関
連
施
設
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
傾
斜
路
（
二
十
分
の
一
を
超
え
る

こ
う

こ
う

勾
配
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
勾
配
を
整
備
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
。

三

施
設
の
用
途
を
変
更
し
て
生
活
関
連
施
設
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
廊
下
の
幅
員
を
整
備
基
準

に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
敷
地
の
状
況
、
建
築
物
の
構
造
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
、
整
備
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
場
合

（
適
合
証
の
交
付
の
請
求
等
）

第
六
条

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
適
合
証
交
付
請
求

書
（
様
式
第
一
号
）
に
、
当
該
生
活
関
連
施
設
が
整
備
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
図
面

等
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
又
は
第
八
条
の
協
議
に
係

る
書
類
を
提
出
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
書
類
を
も
っ
て
添
付
を
要
す
る
図
面
等
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
適
合
証
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
生
活
関
連
施
設
の
新
築
等
の
協
議
）

第
七
条

条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
生
活
関
連
施

設
新
築
等
協
議
書
（
様
式
第
三
号
）
に
、
次
に
掲
げ
る
図
面
等
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

別
表
第
三
の
上
欄
に
定
め
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
図
面

二

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
面
等

（
変
更
の
協
議
）

第
八
条

条
例
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
生
活
関
連
施

設
新
築
等
変
更
協
議
書
（
様
式
第
四
号
）
に
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
図
面
等
の
う
ち
当
該
変
更
に
係

る
も
の
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
九
条

条
例
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

整
備
基
準
に
適
合
し
て
い
る
部
分
を
、
当
該
特
定
生
活
関
連
施
設
の
利
用
者
が
安
全
か
つ
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
変
更

二

工
事
の
着
手
又
は
完
了
の
予
定
年
月
日
の
三
月
以
内
の
変
更

（
工
事
完
了
の
届
出
）

第
十
条

条
例
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
特
定
生
活
関
連
施
設
新
築
等
工
事
完
了
届
出
書

（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
身
分
証
明
書
）

第
十
一
条

条
例
第
二
十
六
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
六
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
公
共
車
両
等
）

第
十
二
条

条
例
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
鉄
道
の
車
両
、
自
動
車
及
び
船
舶
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
旅
客

定
期
航
路
事
業
（
以
下
「
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
」
と
い
う
。）
の
用
に
供
す
る
旅
客
船

二

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗

合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
（
以
下
「
乗
合
自
動
車
」
と
い
う
。）
及
び
同

号
ハ
に
規
定
す
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車

三

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
種
鉄
道

事
業
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
第
二
種
鉄
道
事
業
の
う
ち
、
旅
客
の
運
送
を
行
う
事
業
の
用

に
供
す
る
旅
客
車

（
公
共
工
作
物
）

第
十
三
条

条
例
第
三
十
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
工
作
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
信
号

機
二

案
内
標
識

三

乗
合
自
動
車
（
路
線
を
定
め
て
定
期
に
運
行
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
停
留
所
又
は
タ
ク
シ
ー

（
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
タ
ク
シ
ー
を
い
う
。）
の
乗
場
の
用
に
供
す
る
工
作
物

四

銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
の
現
金
自
動
預
払
機
及
び
現
金
自
動
支
払
機
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五

自
動
販
売
機

（
適
用
の
特
例
を
受
け
る
公
共
的
団
体
）

第
十
四
条

条
例
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
公
共
的
団
体
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

建
築
基
準
法
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団

体
と
み
な
さ
れ
る
法
人

二

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地

方
公
共
団
体
の
組
合

三

そ
の
他
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の

（
書
類
の
経
由
等
）

第
十
五
条

条
例
及
び
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
提
出
す
る
書
類
は
、
協
議
等
に
係
る
施
設
の

所
在
地
を
所
管
す
る
徳
島
県
総
合
県
民
局
又
は
徳
島
県
土
木
事
務
所
の
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
項
の
書
類
の
部
数
は
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
協
議
に
係
る
書
類
に
あ
っ
て
は
正
本
及
び
副
本

各
一
部
、
そ
の
他
の
書
類
に
あ
っ
て
は
正
本
一
部
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
別
表
第
一
（
特

定
生
活
関
連
施
設
の
欄
を
除
く
。）
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

徳
島
県
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
四
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

一

建
築
物
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
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区

分

生

活

関

連

施

設

特
定
生
活
関
連
施
設

一

官
公
庁
施
設

等
（
他
の
項
に

掲
げ
る
施
設

（
十
三
の
項
７

に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。）
に

該
当
す
る
も
の

を
除
く
。）

１

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
、
事
務
又

は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

す
べ
て
の
も
の

２

第
十
四
条
に
規
定
す
る
公
共
的
団
体
の
事
務

所

二

社
会
福
祉
施

設
等

１

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六

十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福

祉
施
設
（
同
法
第
四
十
条
に
規
定
す
る
児
童
遊

園
（
以
下
「
児
童
遊
園
」
と
い
う
。）
を
除
く
。）

す
べ
て
の
も
の

２

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設

３

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四

十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保

護
施
設

４

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十

五
号
）
第
二
条
第
三
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る

隣
保
館
等
の
施
設

５

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十

八
号
）
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
婦
人
保
護
施

設
６

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三

十
三
号
）
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉

施
設
及
び
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

７

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る

母
子
福
祉
施
設

８

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
を
行
う
施
設
及
び
同
条
第

二
十
五
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設

三
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９

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
介
護
、
共
同
生
活
介

護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続

支
援
及
び
共
同
生
活
援
助
に
限
る
。）
を
行
う

事
業
所
、
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者

支
援
施
設
、
同
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
同
条
第
二
十
二
項

に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム

三

医
療
施
設
等

１

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五

号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
、

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
及
び
同
法
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
助
産
所

す
べ
て
の
も
の

２

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き

ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
二
百
十
七
号
）
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
施
術
所

一
の
建
築
物
に
お
け

る
当
該
施
設
の
用
途

に
供
す
る
部
分
の
床

面
積
の
合
計
（
増
築

の
場
合
に
お
い
て

は
、
増
築
後
の
当
該

施
設
の
用
途
に
供
す

る
部
分
の
床
面
積
の

合
計
。
以
下
「
用
途

面
積
」
と
い
う
。）

が
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の

３

柔
道
整
復
師
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十

九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
施
術
所

四

教
育
施
設

１

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
、
同
法
第
八

十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
専
修
学
校
及
び
同
法

第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校

（
以
下
「
学
校
等
」
と
い
う
。）

す
べ
て
の
も
の

２

道
路
交
通
法
第
九
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
自
動
車
教
習
所（
以
下「
教
習
所
」と
い
う
。）

３

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法

律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
規

定
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
及
び
同
法
第

二
十
五
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
施
設

４

学
習
塾
、
華
道
教
室
、
囲
碁
教
室
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
施
設

用
途
面
積
が
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

五

文
化
施
設

１

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百

七
号
）
第
二
十
条
に
規
定
す
る
公
民
館
（
以
下

「
公
民
館
」
と
い
う
。）

す
べ
て
の
も
の

２

図
書
館
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
八

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
館

３

博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八

十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
博
物

館
、
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
博
物
館

に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
施
設
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

六

娯
楽
施
設

１

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
施
設
（
以
下
「
劇
場
等
」
と
い
う
。）

用
途
面
積
が
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

２

遊
技
場

七

宿
泊
施
設

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ホ
テ
ル
営
業
又

は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
旅
館
営
業
の
用
に
供

す
る
施
設

用
途
面
積
が
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

四



平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

八

店
舗
（
他
の

項
に
掲
げ
る
施

設
（
十
三
の
項

７
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。）

に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。）

１

百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
そ
の
他
の
物
品
販
売

業
を
営
む
店
舗

用
途
面
積
が
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

２

不
動
産
業
を
営
む
店
舗
及
び
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

取
次
店
、
質
屋
、
貸
衣
装
屋
、
旅
行
業
者
（
旅

行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九

号
）
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
行
業

者
を
い
う
。）
の
営
業
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
店
舗

３

飲
食
店

九

金
融
機
関
等

の
施
設

１

商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
昭
和
十
一
年
法
律

第
十
四
号
）
に
よ
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
事

務
所

す
べ
て
の
も
の

２

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

三
号
の
事
業
を
併
せ
行
う
農
業
協
同
組
合
及
び

農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
事
務
所

３

証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十

五
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
証
券
会
社

の
本
店
そ
の
他
の
営
業
所

４

水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
二
百
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号

及
び
第
四
号
の
事
業
を
併
せ
行
う
漁
業
協
同
組

合
並
び
に
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
及

び
第
四
号
の
事
業
を
併
せ
行
う
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
の
事
務
所

５

国
民
生
活
金
融
公
庫
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
四
十
九
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
国
民
生

活
金
融
公
庫
の
事
務
所

６

信
用
金
庫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

三
十
八
号
）
に
よ
る
信
用
金
庫
の
事
務
所

７

中
小
企
業
金
融
公
庫
法
（
昭
和
二
十
八
年
法

律
第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
中
小

企
業
金
融
公
庫
の
事
務
所

８

労
働
金
庫
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百

二
十
七
号
）
に
よ
る
労
働
金
庫
の
事
務
所

９

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
の
本

店
、
支
店
そ
の
他
の
営
業
所

１０

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五

十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
貸
金
業
者
の
営
業
所
又
は
事
務
所

１１

農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九

十
三
号
）
に
よ
る
農
林
中
央
金
庫
の
事
務
所

１２

日
本
郵
政
公
社
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九

十
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
郵
便

局

十

公
益
事
業
施

設

１

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十

一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス

事
業
の
用
に
供
す
る
事
務
所

す
べ
て
の
も
の

２

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七

十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一

般
電
気
事
業
の
用
に
供
す
る
事
業
所

３

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第

八
十
六
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
電
気

通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
事
務
所

五
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十
一

環
境
衛
生

施
設

１

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規

定
す
る
火
葬
場

す
べ
て
の
も
の

２

公
衆
便
所

３

理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三

十
四
号
）
第
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
理

容
所

用
途
面
積
が
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

４

公
衆
浴
場
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三

十
九
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
衆
浴

場
（
以
下
「
公
衆
浴
場
」
と
い
う
。）

５

美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十

三
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
美
容
所

十
二

公
共
交
通

機
関
の
施
設

１

海
上
運
送
法
に
よ
る
輸
送
施
設
（
船
舶
を
除

き
、
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
の
用
に
供
す
る

も
の
に
限
る
。
以
下
「
輸
送
施
設
」
と
い
う
。）

で
あ
っ
て
、
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の

用
に
供
す
る
も
の

す
べ
て
の
も
の

２

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
（
昭
和
三
十
四
年
法

律
第
百
三
十
六
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す

る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
以
下
「
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、
旅
客
の
乗
降
、

待
合
い
そ
の
他
の
用
に
供
す
る
も
の

３

鉄
道
事
業
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄

道
施
設
（
以
下
「
鉄
道
施
設
」
と
い
う
。）
で

あ
っ
て
、
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の
用

に
供
す
る
も
の

４

航
空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
で
あ
っ
て
、
旅

客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の
用
に
供
す
る
も

の

十
三

そ
の
他
の

施
設

１

集
会
場
、
公
会
堂
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

施
設
（
以
下
「
集
会
場
等
」
と
い
う
。）

す
べ
て
の
も
の

２

冠
婚
葬
祭
の
用
に
供
す
る
施
設

３

社
寺
、
教
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

（
以
下
「
社
寺
等
」
と
い
う
。）

４

体
育
館
、
水
泳
場
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
運
動
施
設
（
以
下
「
運
動
施

設
」
と
い
う
。）

用
途
面
積
が
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

５

展
示
場

６

駐
車
場
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
路
外
駐
車
場

（
駐
車
場
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第

三
百
四
十
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
国
土

交
通
大
臣
が
認
め
る
特
殊
の
装
置
（
以
下
「
特

殊
装
置
」
と
い
う
。）
の
み
を
用
い
る
も
の
を

除
き
、
建
築
物
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下「
自

動
車
車
庫
」
と
い
う
。）

自
動
車
の
駐
車
の
用

に
供
す
る
部
分
の
面

積
（
増
築
の
場
合
に

お
い
て
は
、
増
築
後

の
当
該
面
積
。
以
下

「
駐
車
面
積
」
と
い

う
。）
が
百
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の

７

事
務
所
（
他
の
項
に
掲
げ
る
施
設
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。）

用
途
面
積
が
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

８

工
場

用
途
面
積
が
二
千
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も
の

六



生

活

関

連

施

設

特
定
生
活
関
連
施
設

一

輸
送
施
設
で
あ
っ
て
、
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の
用
に
供

す
る
も
の

す
べ
て
の
も
の

二

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
っ
て
、
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の

用
に
供
す
る
も
の

三

鉄
道
施
設
で
あ
っ
て
、
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の
用
に
供

す
る
も
の

四

航
空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
で
あ
っ
て
、
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い

そ
の
他
の
用
に
供
す
る
も
の

生

活

関

連

施

設

特
定
生
活
関
連
施
設

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
道
路
（
専
ら
自
動
車
の
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。）

す
べ
て
の
も
の

生

活

関

連

施

設

特
定
生
活
関
連
施
設

一

児
童
遊
園

す
べ
て
の
も
の

二

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項

第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
港
湾
環
境
整
備
施
設
で
あ
る
緑
地

三

建
築
物
以
外
の
博
物
館
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
博
物
館
、

同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て

指
定
さ
れ
た
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

四

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
都
市
公
園

五

遊
園
地

二

建
築
物
以
外
の
公
共
交
通
機
関
の
施
設

三

建
築
物
以
外
の
路
外
駐
車
場

四

道
路

五

公
園
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
（
以
下
「
公
園
等
」
と
い
う
。）

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

一

建
築
物
（
用
途
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
（
以
下
「
小
規
模
建
築
物
」
と
い
う
。）

を
除
く
。）
に
関
す
る
整
備
基
準

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

９

共
同
住
宅
及
び
寄
宿
舎
（
以
下
「
共
同
住
宅

等
」
と
い
う
。）

一
棟
当
た
り
の
戸
数

又
は
室
数
（
増
築
の

場
合
に
お
い
て
は
、

増
築
後
の
戸
数
又
は

室
数
）
が
二
十
を
超

え
る
も
の

十
四

複
合
施
設

の
共
用
部
分

一
の
項
か
ら
十
三
の
項
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
（
共

同
住
宅
等
を
除
く
。）
の
う
ち
二
以
上
の
異
な
る

施
設
の
存
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
の

用
途
面
積
及
び
駐
車
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
お
け
る
当
該
施
設
の
共
用

部
分

す
べ
て
の
も
の

生

活

関

連

施

設

特
定
生
活
関
連
施
設

駐
車
場
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
路
外
駐
車
場
（
特
殊
装
置
の
み

を
用
い
る
も
の
を
除
く
。）

駐
車
面
積
が
五
百
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も
の

項

目

整

備

基

準

一

出
入
口

直
接
地
上
に
通
ず
る
出
入
口
（
以
下
「
地
上
出
入
口
」
と
い
う
。）、
直
接

駐
車
場
に
通
ず
る
出
入
口
（
以
下
「
駐
車
場
出
入
口
」
と
い
う
。）
及
び

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
若
し
く
は
障

害
者
で
日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
活
に
身
体
の
機
能
上
の
制
限
を
受
け

る
も
の
そ
の
他
日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
活
に
身
体
の
機
能
上
の
制
限

を
受
け
る
者
（
以
下
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
」
と
い
う
。）
が
利
用
す
る

各
室
の
出
入
口
（
以
下
「
室
出
入
口
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

一
以
上
の
出
入
口
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

七
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�

有
効
幅
員
は
、
地
上
出
入
口
及
び
駐
車
場
出
入
口
に
あ
っ
て
は
九

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
室
出
入
口
に
あ
っ
て
は
八
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

戸
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
戸
は
、
自
動
的
に
開
閉
す

る
構
造
又
は
車
い
す
を
使
用
す
る
者
（
以
下
「
車
い
す
使
用
者
」
と

い
う
。）
が
円
滑
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ

と
。

二

廊
下
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る

も
の（
以
下「
廊

下
等
」
と
い

う
。）

１

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

２

段
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
段
は
、
次
項
�
か
ら
�
ま
で

に
定
め
る
構
造
に
準
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

前
項
に
定
め
る
構
造
の
各
地
上
出
入
口（
以
下「
適
合
地
上
出
入
口
」

と
い
う
。）
及
び
同
項
に
定
め
る
構
造
の
各
駐
車
場
出
入
口
（
以
下
「
適

合
駐
車
場
出
入
口
」
と
い
う
。）
か
ら
同
項
に
定
め
る
構
造
の
各
室
出

入
口
（
以
下
「
適
合
室
出
入
口
」
と
い
う
。）（
共
同
住
宅
等
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
適
合
地
上
出
入
口
が
あ
る
階
に
お
け
る
各
住
戸
又
は
居
室

の
各
出
入
口
）
並
び
に
十
の
項
�
及
び
�
に
定
め
る
構
造
の
改
札
口
並

び
に
第
三
号
の
表
一
の
項
�
及
び
�
に
定
め
る
構
造
の
改
札
口
に
至
る

経
路
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
の
経
路
に
お
い
て
は
、
廊
下
等
を
次

に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
四
の
項
１
及
び

２
の
�
か
ら
���
ま
で
（
共
同
住
宅
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
１
並

び
に
２
の
�
、
�
か
ら
�
ま
で
及
び
	
）
に
定
め
る
構
造
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
（
以
下
「
適
合
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
と
い
う
。）
が
設
置
さ
れ
る
と

き
は
、
当
該
一
以
上
の
経
路
は
、
当
該
適
合
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路

を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
共
同
住
宅
等
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
又
は

車
い
す
使
用
者
用
特
殊
構
造
昇
降
機
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
二
十
九
条
の
三
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
昇
降
機
で
専
ら
車
い
す
使
用
者
の
利
用

に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
設
け
る
こ
と
。

�

適
合
地
上
出
入
口
、
適
合
駐
車
場
出
入
口
、
適
合
室
出
入
口
並
び

に
適
合
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
車
い
す
使
用
者
用
特
殊
構
造
昇
降
機
の

昇
降
路
の
出
入
口
に
接
す
る
部
分
は
、
水
平
と
す
る
こ
と
。

４

地
上
出
入
口
の
う
ち
一
以
上
の
出
入
口
か
ら
人
又
は
案
内
板
に
よ
り

視
覚
障
害
者
に
生
活
関
連
施
設
全
体
の
利
用
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
場
所
ま
で
の
廊
下
等
（
進
行
方
向
を
変
更
す
る
必
要

が
な
い
風
除
室
内
の
も
の
を
除
く
。）
に
は
、
視
覚
障
害
者
を
誘
導
す

る
た
め
に
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
（
床
面
に
敷
設
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
線
状
の
突
起
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

か
つ
、
周
囲
の
床
面
と
の
色
の
明
度
、
色
相
又
は
彩
度
の
差
が
大
き
い

こ
と
に
よ
り
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
敷

設
し
、
又
は
音
声
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
誘
導
す
る
装
置
そ
の
他
こ
れ

に
代
わ
る
装
置
（
以
下
「
音
声
誘
導
装
置
等
」
と
い
う
。）
を
設
け
る

こ
と
（
教
習
所
、
遊
技
場
、
自
動
車
車
庫
、
共
同
住
宅
等
及
び
社
寺
等

の
場
合
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
地
上
出
入
口
に
お
い
て
常
時
勤
務
す
る

者
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
そ
の
他
視
覚

障
害
者
の
誘
導
上
支
障
の
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

５

廊
下
等
に
設
け
ら
れ
る
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
は
、
次
に
定
め
る
構

造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
段
を
併
設
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
百
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
共
同
住
宅
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
有
効
幅
員
は
、
百
二
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
段
を
併
設
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
す
る
こ
と
。

こ
う

�

勾
配
は
、
十
二
分
の
一
（
傾
斜
路
の
高
低
差
が
十
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
分
の
一
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

�

高
低
差
が
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
高
低
差
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
踏
幅
百
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。




両
側
に
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

�

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

八
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�

高
低
差
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
縁

端
部
に
、
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
立
ち
上
が
り
を
設
け
る

こ
と
。

�

傾
斜
路
と
当
該
傾
斜
路
の
踊
場
及
び
当
該
傾
斜
路
に
接
す
る
廊
下

等
と
の
色
の
明
度
の
差
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
容
易
に

識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

傾
斜
路
の
上
端
又
は
下
端
に
近
接
す
る
廊
下
等
及
び
踊
場
の
部
分

に
は
、
視
覚
障
害
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等

（
床
面
に
敷
設
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
点
状
の
突
起
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
周
囲
の
床
面
と

の
色
の
明
度
、
色
相
又
は
彩
度
の
差
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
容
易
に

識
別
で
き
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
敷
設
す
る
こ
と
（
教

習
所
、
遊
技
場
、
自
動
車
車
庫
、
共
同
住
宅
等
及
び
社
寺
等
の
場
合

を
除
く
。）。

�

傾
斜
路
の
上
端
及
び
下
端
に
は
、
車
い
す
が
安
全
に
停
止
で
き
る

水
平
な
部
分
を
設
け
る
こ
と
。

三

階
段
（
そ
の

踊
場
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等

が
利
用
す
る
階
で
あ
っ
て
、
地
上
出
入
口
が
な
い
も
の
に
通
ず
る
階
段

は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

両
側
に
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

�

主
た
る
階
段
に
は
、
回
り
階
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

�

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

�

踏
面
と
け
こ
み
及
び
段
鼻
と
の
色
の
明
度
の
差
が
大
き
い
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
を
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

	

つ
ま
ず
き
に
く
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

階
段
の
上
端
又
は
下
端
に
近
接
す
る
廊
下
等
及
び
踊
場
の
部
分
に

は
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
敷
設
す
る
こ
と
（
教
習
所
、
遊
技
場
、
自

動
車
車
庫
、
共
同
住
宅
等
及
び
社
寺
等
の
場
合
を
除
く
。）。

四

昇
降
機

１

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害

者
等
が
利
用
す
る
階
で
あ
っ
て
、
地
上
出
入
口
が
な
い
も
の
を
有
す
る

生
活
関
連
施
設
（
別
表
第
一
第
一
号
の
表
一
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
及

び
十
二
の
項
の
生
活
関
連
施
設
の
欄
に
掲
げ
る
施
設
並
び
に
集
会
場
等

で
用
途
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
並
び
に
そ
の
他
の
生
活

関
連
施
設
（
教
習
所
を
除
く
。）
で
用
途
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の
に
限
る
。）
に
は
、
か
ご
（
人
を
乗
せ
昇
降
す
る
部
分
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
当
該
階
（
専
ら
駐
車
場
の
用
に
供
さ
れ
る
階

に
あ
っ
て
は
、
当
該
駐
車
場
に
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る

部
分
（
以
下
「
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
と
い
う
。）
が
設
け
ら

れ
て
い
る
階
に
限
る
。）に
停
止
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
階
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
役
務
又
は
販
売
さ
れ
る
物
品

を
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
享
受
し
、
又
は
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
措

置
を
講
じ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

１
に
規
定
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
次
に
定
め
る
構
造
（
共
同
住
宅

等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、�
、�
か
ら
�
ま
で
及
び


に
定
め
る
構
造
）

と
す
る
こ
と
。

�

か
ご
の
幅
は
、
有
効
幅
員
を
百
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。

�

か
ご
の
奥
行
き
は
、
有
効
幅
員
を
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
こ
と
。

�

か
ご
の
平
面
形
状
は
、
車
い
す
の
転
回
に
支
障
が
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

�

か
ご
内
に
は
、
か
ご
が
停
止
す
る
予
定
の
階
及
び
か
ご
の
現
在
位

置
を
表
示
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

	

か
ご
内
に
は
、
か
ご
が
到
着
す
る
階
並
び
に
か
ご
及
び
昇
降
路
の

出
入
口
の
戸
の
閉
鎖
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
装
置
を
設
け
る
こ

と
。

�

か
ご
内
に
は
、
戸
の
開
閉
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
鏡
及

び
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

�

か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
は
、
車
い
す
使
用
者
が
利
用
し
や
す

い
位
置
に
制
御
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

九
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�

か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
設
け
る
制
御
装
置
（
�
に
規
定
す
る

制
御
装
置
を
除
く
。）
は
、
視
覚
障
害
者
が
円
滑
に
操
作
す
る
こ
と

が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

乗
降
ロ
ビ
ー
の
幅
員
及
び
奥
行
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
幅
員
を
百

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

���
乗
降
ロ
ビ
ー
に
は
、
到
着
す
る
か
ご
の
昇
降
方
向
を
音
声
に
よ
り

知
ら
せ
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
か
ご
内
に
、
か
ご
及
び

昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
が
開
い
た
時
に
か
ご
の
昇
降
方
向
を
音
声
に

よ
り
知
ら
せ
る
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

３

適
合
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
旨
を
、
当
該
適
合
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
付
近
に
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
表
示
す
る
こ
と
。

五

便
所

１

生
活
関
連
施
設
（
公
衆
便
所
、
自
動
車
車
庫
及
び
共
同
住
宅
等
を
除

く
。）
で
用
途
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
設
け
る
不
特

定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が

利
用
す
る
便
所
の
う
ち
、
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ

る
と
き
は
、
男
女
共
用
と
し
て
一
以
上
又
は
男
子
用
及
び
女
子
用
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
の
便
所
及
び
公
衆
便
所
（
男
子
用
及
び
女
子
用

の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
男
女
共
用
の
部
分
又
は
男
子
用
及
び
女
子
用

の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
）
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
十
分
な

床
面
積
が
確
保
さ
れ
、
か
つ
、
腰
掛
便
座
、
手
す
り
等
が
適
切
に
配

置
さ
れ
て
い
る
便
房
（
以
下
「
多
機
能
便
房
」
と
い
う
。）
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

�

多
機
能
便
房
及
び
当
該
多
機
能
便
房
の
あ
る
便
所
の
出
入
口
の
有

効
幅
員
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

	

多
機
能
便
房
又
は
当
該
多
機
能
便
房
の
あ
る
便
所
の
出
入
口
に
戸

を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
戸
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑

に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。




多
機
能
便
房
及
び
当
該
多
機
能
便
房
の
あ
る
便
所
の
出
入
口
に

は
、
車
い
す
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い

こ
と
。

�

多
機
能
便
房
を
設
置
し
た
旨
を
、
当
該
多
機
能
便
房
の
あ
る
便
所

の
出
入
口
付
近
に
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
表
示
す
る
こ
と
。

�

洗
面
設
備
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
レ
バ
ー
式
、
光
感
知
式

等
操
作
が
容
易
な
水
栓
器
具
を
備
え
た
洗
面
設
備
を
一
以
上
設
け
る

こ
と
。




別
表
第
一
第
一
号
の
表
一
の
項
か
ら
三
の
項
ま
で
及
び
五
の
項
の

生
活
関
連
施
設
の
欄
に
掲
げ
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
多
機
能
便
房
の

適
切
な
位
置
に
非
常
通
報
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

２

生
活
関
連
施
設
（
公
衆
便
所
、
自
動
車
車
庫
及
び
共
同
住
宅
等
を
除

く
。）
で
用
途
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
設
け
る
不
特

定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が

利
用
す
る
便
所
の
う
ち
、
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ

る
と
き
は
、
男
女
共
用
と
し
て
一
以
上
又
は
男
子
用
及
び
女
子
用
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
の
便
所
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

腰
掛
便
座
、
手
す
り
等
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
便
房
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

�

�
の
便
房
及
び
当
該
便
房
の
あ
る
便
所
の
出
入
口
の
有
効
幅
員

は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

	

�
の
便
房
又
は
当
該
便
房
の
あ
る
便
所
の
出
入
口
に
戸
を
設
け
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
戸
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
開
閉
し

て
通
過
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。




�
の
便
房
及
び
当
該
便
房
の
あ
る
便
所
の
出
入
口
に
は
、
車
い
す

使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

�

洗
面
設
備
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
レ
バ
ー
式
、
光
感
知
式

等
操
作
が
容
易
な
水
栓
器
具
を
備
え
た
洗
面
設
備
を
一
以
上
設
け
る

こ
と
。

３

生
活
関
連
施
設
（
公
衆
便
所
を
除
く
。）
に
設
け
る
不
特
定
か
つ
多

数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る

一
○
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男
性
用
小
便
器
の
あ
る
便
所
の
一
以
上
及
び
男
性
用
小
便
器
の
あ
る
公

衆
便
所
に
は
、
手
す
り
等
が
適
切
に
配
置
さ
れ
た
床
置
式
の
小
便
器
を

設
け
る
こ
と
。

４

別
表
第
一
第
一
号
の
表
一
の
項
、
三
の
項
、
五
の
項
、
八
の
項
及
び

十
二
の
項
の
生
活
関
連
施
設
の
欄
に
掲
げ
る
施
設
並
び
に
劇
場
等
、
集

会
場
等
、
運
動
施
設
及
び
展
示
場
で
用
途
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の
に
設
け
る
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と

し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
便
所
の
う
ち
、
一
以
上
（
男
子

用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
男
女
共
用
と
し
て
一
以
上
又

は
男
子
用
及
び
女
子
用
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
の
便
所
は
、
次
に

定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

乳
幼
児
を
座
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
備
え
た
便
房
を
一
以

上
設
け
る
こ
と
。

�

乳
幼
児
の
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
設
備
を
備
え
た
便
房
を
一
以
上

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
便
所
以
外
に
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
場
所

を
設
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
う

ぼ
う
こ
う

�

人
工
肛
門
又
は
人
工
膀
胱
を
使
用
し
て
い
る
者
の
た
め
の
洗
浄
設

備
等
を
備
え
た
便
房
を
一
以
上
設
け
る
こ
と
。

�

�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
便
房
を
設
置
し
た
旨
を
、
当
該
便
房
の

あ
る
便
所
の
出
入
口
又
は
そ
の
付
近
に
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
表
示

す
る
こ
と
。

六

駐
車
場

１

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害

者
等
が
利
用
す
る
駐
車
場
に
は
、
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
一
以

上
設
け
る
こ
と
（
共
同
住
宅
等
の
場
合
を
除
く
。）。

２

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
は
、
当
該
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施

設
に
通
ず
る
適
合
地
上
出
入
口
又
は
適
合
駐
車
場
出
入
口
か
ら
当
該

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
至
る
経
路
（
３
に
定
め
る
構
造
の
駐

車
場
内
の
通
路
又
は
七
の
項
１
か
ら
３
ま
で
及
び
６
に
定
め
る
構
造

の
敷
地
内
の
通
路
を
含
む
も
の
に
限
る
。）
の
距
離
が
で
き
る
だ
け

短
く
な
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

�

幅
員
は
、
三
百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
用
で
あ
る
旨
を
立
て
看
板
及
び
路
面
に
わ
か
り
や

す
く
表
示
す
る
こ
と
。

３

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
通
ず
る
出
入
口
か
ら
車
い
す
使
用
者

用
駐
車
施
設
に
至
る
駐
車
場
内
の
通
路
は
、
次
項
１
、
２
、
３
の
�
か

ら
�
ま
で
及
び
６
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

七

敷
地
内
の
通

路

１

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

２

段
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
段
は
、
三
の
項
�
か
ら
�
ま

で
に
定
め
る
構
造
に
準
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

適
合
地
上
出
入
口
か
ら
当
該
生
活
関
連
施
設
の
敷
地
の
接
す
る
道
若

し
く
は
空
地
（
建
築
基
準
法
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
空
地
に
限
る
。
以
下
「
道
等
」
と
い
う
。）
又
は
車
い
す
使
用
者
用

駐
車
施
設
に
至
る
敷
地
内
の
通
路
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
（
地
形

の
特
殊
性
に
よ
り
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
適
合
地
上
出
入
口
か
ら
当
該
生
活
関
連
施
設
の
車
寄
せ
又
は
車

い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
至
る
敷
地
内
の
通
路
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

一
以
上
）
の
敷
地
内
の
通
路
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
共
同
住
宅
等
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
又
は

車
い
す
使
用
者
用
特
殊
構
造
昇
降
機
を
設
け
る
こ
と
。

�

通
路
を
横
断
す
る
排
水
溝
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
つ
え
、

車
い
す
の
キ
ャ
ス
タ
ー
等
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
溝
ぶ
た
を
設
け
る

こ
と
。

４

各
地
上
出
入
口
か
ら
道
等
に
至
る
敷
地
内
の
通
路
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
一
以
上
の
敷
地
内
の
通
路
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
（
教

習
所
、
遊
技
場
、
自
動
車
車
庫
、
共
同
住
宅
等
及
び
社
寺
等
の
場
合
を

除
く
。）。
た
だ
し
、
常
時
勤
務
す
る
者
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
誘
導
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
そ
の
他
視
覚
障
害
者
の
誘
導
上
支
障
の
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

�

線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
敷
設
し
、
又
は
音
声
誘
導
装
置
等
を
設
け
る

こ
と
。

一
一
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�

自
動
車
用
の
通
路
（
以
下
「
車
路
」
と
い
う
。）
に
接
す
る
部
分
、

車
路
を
横
断
す
る
部
分
並
び
に
傾
斜
路
及
び
段
の
上
端
又
は
下
端
に

近
接
す
る
敷
地
内
の
通
路
及
び
踊
場
の
部
分
に
は
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク

等
を
敷
設
す
る
こ
と
。

５

敷
地
内
の
通
路
に
設
け
ら
れ
る
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
は
、
次
に
定

め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

二
の
項
５
の
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

傾
斜
路
と
当
該
傾
斜
路
の
踊
場
及
び
当
該
傾
斜
路
に
接
す
る
敷
地

内
の
通
路
と
の
色
の
明
度
の
差
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を

容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

６

通
行
者
の
安
全
の
確
保
の
た
め
、
車
路
と
の
分
離
等
を
行
う
こ
と
。

八

客
席

１

公
民
館
、
劇
場
等
、
集
会
場
等
及
び
運
動
施
設
に
固
定
式
の
い
す
席

に
よ
る
客
席
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
客
席
内
に
、
次
の
表

の
上
欄
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
人
数
分
以

上
の
車
い
す
使
用
者
が
利
用
で
き
る
部
分
を
設
け
る
こ
と
。

い

す

席

数

利
用
で
き
る
車
い
す
使
用
者
の
人
数

百
席
以
下
の
場
合

一

百
席
を
超
え
四
百
席
以
下

の
場
合

二

四
百
席
を
超
え
る
場
合

い
す
席
の
総
数
か
ら
四
百
を
減
じ
た

数
を
二
百
で
除
し
て
得
た
数
（
小
数

点
以
下
一
位
未
満
は
、
切
り
上
げ
る

も
の
と
す
る
。）
に
二
を
加
え
た
数

２

１
に
規
定
す
る
車
い
す
使
用
者
が
利
用
で
き
る
部
分
は
、
次
に
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

当
該
客
席
の
適
合
室
出
入
口
か
ら
当
該
車
い
す
使
用
者
が
利
用
で

き
る
部
分
に
至
る
経
路
（
３
に
定
め
る
構
造
の
客
席
内
の
通
路
を
含

む
も
の
に
限
る
。）
の
距
離
が
で
き
る
だ
け
短
く
な
る
位
置
に
設
け

る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
一
人
に
つ
き
、
幅
員
は
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
、
奥
行
き
は
百
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

３

当
該
客
席
の
適
合
室
出
入
口
か
ら
当
該
車
い
す
使
用
者
が
利
用
で
き

る
部
分
に
至
る
客
席
内
の
通
路
の
う
ち
一
以
上
の
通
路
は
、
次
に
定
め

る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
の
項
５
の
�
か
ら
�
ま
で

に
定
め
る
構
造
の
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。

４

車
い
す
使
用
者
が
舞
台
等
に
円
滑
に
到
達
で
き
る
構
造
と
す
る
こ

と
。

九

受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
、
記
載
台

及
び
公
衆
電
話

台
（
以
下
「
受

付
カ
ウ
ン
タ
ー

等
」と
い
う
。）

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
等
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
分
を
次
に

定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
等
の
上
面
の
高
さ
は
、
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

程
度
と
す
る
こ
と
。

�

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
等
の
下
部
に
車
い
す
の
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
が
入
る

空
間
を
確
保
す
る
こ
と
。

十

改
札
口
及
び

支
払
用
通
路

（
商
品
等
の
代

金
を
支
払
う
場

所
を
通
過
す
る

た
め
の
通
路
を

い
う
。
以
下
同

じ
。）

改
札
口
又
は
支
払
用
通
路
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

一
以
上
を
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
通
過
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

十
一

案
内
設
備

等

１

案
内
設
備
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
、
主
要
な
案
内
設
備
は
、
次
に

定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

案
内
設
備
の
高
さ
、
文
字
の
大
き
さ
、
色
彩
等
は
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
が
見
や
す
く
理
解
し
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

点
字
に
よ
る
表
示
を
併
用
す
る
こ
と
。

�

必
要
に
応
じ
て
図
形
若
し
く
は
記
号
又
は
外
国
語
に
よ
る
表
示
を

行
う
こ
と
。

一
二
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�

建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
る
案
内
設
備
で
、
当
該
建

築
物
全
体
の
案
内
を
行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
車
い
す
使
用
者
の
円

滑
な
利
用
に
配
慮
し
た
設
備
に
つ
い
て
の
表
示
を
行
う
こ
と
。

２

避
難
用
の
誘
導
灯
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
視

覚
情
報
及
び
聴
覚
情
報
に
配
慮
し
た
誘
導
灯
を
設
け
る
こ
と
。

十
二

休
憩
場
所

生
活
関
連
施
設
（
学
校
等
、
飲
食
店
、
公
衆
便
所
、
自
動
車
車
庫
及
び
共

同
住
宅
等
を
除
く
。）
に
は
、
利
用
者
の
休
憩
場
所
を
設
置
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

十
三

授
乳
場
所

別
表
第
一
第
一
号
の
表
五
の
項
の
生
活
関
連
施
設
の
欄
に
掲
げ
る
施
設
並

び
に
劇
場
等
、
集
会
場
等
及
び
運
動
施
設
で
客
席
を
有
す
る
も
の
並
び
に

同
表
十
二
の
項
の
生
活
関
連
施
設
の
欄
に
掲
げ
る
施
設
で
用
途
面
積
が
二

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る
構
造
の
授
乳

場
所
を
一
以
上
設
置
す
る
こ
と
。

�

乳
幼
児
用
ベ
ッ
ド
若
し
く
は
い
す
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
設
備
が

適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

授
乳
場
所
を
設
置
し
た
旨
を
、
当
該
授
乳
場
所
の
出
入
口
又
は
そ

の
付
近
に
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
表
示
す
る
こ
と
。

十
四

浴
室
（
客

室
の
内
部
に
設

置
す
る
も
の
を

除
く
。）

別
表
第
一
第
一
号
の
表
二
の
項
、
三
の
項
及
び
七
の
項
の
生
活
関
連
施
設

の
欄
に
掲
げ
る
施
設
に
設
け
る
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は

主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
浴
室
並
び
に
公
衆
浴
場
の
浴

室
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と

き
は
、
男
子
用
及
び
女
子
用
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
の
浴
室
は
、
次

に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

出
入
口
の
有
効
幅
員
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ

と
。

�

戸
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
戸
は
、
自
動
的
に
開
閉
す

る
構
造
又
は
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造

と
す
る
こ
と
。

�

出
入
口
に
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

�

浴
槽
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

�

洗
い
場
の
床
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

�

洗
い
場
に
は
、
レ
バ
ー
式
、
光
感
知
式
等
操
作
が
容
易
な
水
栓
器

具
を
一
以
上
設
け
る
こ
と
。

�

�
の
水
栓
器
具
を
設
置
し
た
部
分
に
は
、
手
す
り
を
一
以
上
設
け

る
こ
と
。

�

浴
室
内
の
見
や
す
い
位
置
に
、
非
常
通
報
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

十
五

更
衣
室
及

び
シ
ャ
ワ
ー
室

１

運
動
施
設
に
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高

齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
更
衣
室
又
は
シ
ャ
ワ
ー
室
を
設
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が

あ
る
と
き
は
、
男
女
共
用
と
し
て
一
以
上
又
は
男
子
用
及
び
女
子
用
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
の
更
衣
室
又
は
シ
ャ
ワ
ー
室
を
次
に
定
め
る

構
造
と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
区
画
を
一
以
上
設
け
る
こ

と
。

�

床
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

２

１
の
�
の
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
区
画
は
、
次
に
定

め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

出
入
口
の
有
効
幅
員
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ

と
。

�

戸
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
戸
は
、
自
動
的
に
開
閉
す

る
構
造
又
は
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造

と
す
る
こ
と
。

�

出
入
口
に
は
、
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
十
分
な

床
面
積
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

高
さ
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度

の
腰
掛
台
、
手
す
り
等
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

水
栓
器
具
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
レ
バ
ー
式
、
光
感
知
式

等
操
作
が
容
易
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

非
常
通
報
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

一
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十
六

客
室

別
表
第
一
第
一
号
の
表
七
の
項
の
生
活
関
連
施
設
の
欄
に
掲
げ
る
施
設
に

五
十
を
超
え
る
客
室
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
以
上
を
次
に

定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

出
入
口
は
、
一
の
項
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ

と
。

�

便
所
は
、
五
の
項
１
の
�
か
ら
�
ま
で
及
び
�
に
定
め
る
構
造
と

す
る
こ
と
。

�

浴
室
は
、十
四
の
項
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
し
、か
つ
、

浴
槽
の
縁
及
び
乗
移
台
の
高
さ
は
、
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
四

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
す
る
こ
と
。

�

室
内
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
十
分
な
空

間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

コ
ン
セ
ン
ト
、
ス
イ
ッ
チ
そ
の
他
の
設
備
は
、
車
い
す
使
用
者
が

円
滑
に
利
用
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

視
覚
情
報
及
び
聴
覚
情
報
に
配
慮
し
た
非
常
警
報
装
置
を
設
け
る

こ
と
。

項

目

整

備

基

準

一

出
入
口

地
上
出
入
口
、
駐
車
場
出
入
口
及
び
室
出
入
口
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以

上
の
出
入
口
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

前
号
の
表
一
の
項
�
及
び
�
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

二

廊
下
等

１

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

２

前
項
に
定
め
る
構
造
の
各
地
上
出
入
口
及
び
同
項
に
定
め
る
構
造
の

各
駐
車
場
出
入
口
か
ら
同
項
に
定
め
る
構
造
の
各
室
出
入
口
に
至
る
経

路
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
の
経
路
に
お
い
て
は
、
廊
下
等
を
次
に

定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

高
低
差
が
あ
る
場
合
は
、
十
二
分
の
一
（
高
低
差
が
十
六
セ
ン
チ

こ
う

メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
分
の
一
）
以
下
の
勾
配
の

傾
斜
路
を
設
け
る
こ
と
。

三

階
段

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等

が
利
用
す
る
階
で
あ
っ
て
、
地
上
出
入
口
が
な
い
も
の
に
通
ず
る
階
段

は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

前
号
の
表
三
の
項
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

四

便
所

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等

が
利
用
す
る
便
所
の
う
ち
、
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ

る
と
き
は
、
男
女
共
用
と
し
て
一
以
上
又
は
男
子
用
及
び
女
子
用
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
の
便
所
は
、
前
号
の
表
五
の
項
２
の
�
か
ら
�
ま
で

に
定
め
る
構
造
（
公
衆
便
所
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き

は
、
男
女
共
用
の
部
分
又
は
男
子
用
及
び
女
子
用
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
）

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
１
の
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
）
と
す

る
こ
と
。

五

敷
地
内
の
通

路

１

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

２

段
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
段
は
、
前
号
の
表
三
の
項
�

か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
に
準
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

一
の
項
に
定
め
る
構
造
の
各
地
上
出
入
口
か
ら
道
等
に
至
る
敷
地
内

の
通
路
の
う
ち
、
一
以
上
（
地
形
の
特
殊
性
に
よ
り
適
合
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
同
項
に
定
め
る
構
造
の
各
地

上
出
入
口
か
ら
当
該
生
活
関
連
施
設
の
車
寄
せ
に
至
る
敷
地
内
の
通
路

の
う
ち
、
一
以
上
）
の
敷
地
内
の
通
路
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る

こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
段
を
併
設
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
又
は

車
い
す
使
用
者
用
特
殊
構
造
昇
降
機
を
設
け
る
こ
と
。

�

通
路
を
横
断
す
る
排
水
溝
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
つ
え
、

車
い
す
の
キ
ャ
ス
タ
ー
等
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
溝
ぶ
た
を
設
け
る

こ
と
。

一
四



三

建
築
物
以
外
の
公
共
交
通
機
関
の
施
設
に
関
す
る
整
備
基
準

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

４

敷
地
内
の
通
路
に
設
け
ら
れ
る
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
は
、
次
に
定

め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
段
を
併
設
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

�

前
号
の
表
二
の
項
５
の
�
、
�
及
び
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構

造
と
す
る
こ
と
。

項

目

整

備

基

準

一

改
札
口

改
札
口
の
う
ち
一
以
上
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ

と
。

二

旅
客
の
乗
船

又
は
下
船
の
用

に
供
す
る
施

設
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
及
び
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

（
以
下
「
乗
降

場
」と
い
う
。）

乗
降
場
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

�

縁
端
部
に
は
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
敷
設
す
る
こ
と
。

さ
く

�

両
端
に
は
、
転
落
防
止
柵
を
設
け
る
こ
と
（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

場
合
を
除
く
。）。

�

ベ
ン
チ
を
一
以
上
設
け
る
こ
と
。

三

通
路

１

通
路
は
、
第
一
号
の
表
七
の
項
１
及
び
２
に
定
め
る
構
造
と
し
、
線

状
ブ
ロ
ッ
ク
等
及
び
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
敷
設
す
る
こ
と
。

２

一
の
項
に
定
め
る
構
造
の
改
札
口
か
ら
乗
降
場
に
至
る
経
路
に
含
ま

れ
る
通
路
の
う
ち
、
一
以
上
の
通
路
に
あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る
構
造

と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
通
路
の
末
端
の
付
近
の
広
さ
を
車
い
す
の
転
回
に
支
障
の
な
い

も
の
と
し
、
か
つ
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
い
す
が
転
回
す

る
こ
と
が
で
き
る
広
さ
の
場
所
を
設
け
た
上
で
、
有
効
幅
員
を
百
二

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
の
表
七
の
項
５
の
�

及
び
�
に
定
め
る
構
造
の
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
又
は
車
い
す
使
用

者
用
特
殊
構
造
昇
降
機
を
設
け
る
こ
と
。

四

階
段

一
の
項
に
定
め
る
構
造
の
改
札
口
か
ら
乗
降
場
に
至
る
経
路
に
お
い
て
階

段
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
階
段
は
、
第
一
号
の
表
三
の
項
�
か

ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

五

昇
降
機

前
年
度
に
お
け
る
一
日
当
た
り
の
平
均
乗
降
客
数
（
新
設
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
一
日
当
た
り
の
平
均
乗
降
客
数
の
見
込
み
）
が
五
千
人
以
上
の
施

設
の
一
の
項
に
定
め
る
構
造
の
改
札
口
か
ら
乗
降
場
に
至
る
経
路
に
お
い

て
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
以
上

の
経
路
に
適
合
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
。

六

便
所

１

前
年
度
に
お
け
る
一
日
当
た
り
の
平
均
乗
降
客
数
（
新
設
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
一
日
当
た
り
の
平
均
乗
降
客
数
の
見
込
み
）
が
五
千
人
以

上
の
施
設
に
設
け
る
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し

て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
便
所
の
う
ち
、
一
以
上
（
男
子
用

及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
男
女
共
用
と
し
て
一
以
上
又
は

男
子
用
及
び
女
子
用
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
の
便
所
は
、
第
一
号

の
表
五
の
項
１
の
�
か
ら
�
ま
で
及
び
３
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ

と
。

２

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害

者
等
が
利
用
す
る
便
所
で
多
機
能
便
房
を
設
け
て
い
な
い
も
の
（
男
子

用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
男
女
共
用
の
部
分
又
は
男
子

用
及
び
女
子
用
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
）
は
、
第
一
号
の
表
五
の
項
２
の

�
か
ら
�
ま
で
及
び
３
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

七

案
内
設
備

乗
降
場
及
び
通
路
に
は
、
公
共
車
両
等
の
入
線
、
行
き
先
等
を
明
示
し
、

か
つ
、
次
に
定
め
る
構
造
に
適
合
す
る
案
内
設
備
を
設
け
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。

一
五



四

建
築
物
以
外
の
路
外
駐
車
場
に
関
す
る
整
備
基
準

五

道
路
に
関
す
る
整
備
基
準

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

�

案
内
設
備
の
高
さ
、
文
字
の
大
き
さ
、
色
彩
等
は
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
が
見
や
す
く
理
解
し
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

点
字
に
よ
る
表
示
を
併
用
す
る
こ
と
。

�

必
要
に
応
じ
て
図
形
若
し
く
は
記
号
又
は
外
国
語
に
よ
る
表
示
を

行
う
こ
と
。

項

目

整

備

基

準

一

出
入
口

出
入
口
の
う
ち
一
以
上
は
、
第
一
号
の
表
一
の
項
�
及
び
�
に
定
め
る
構

造
と
す
る
こ
と
。

二

駐
車
場

１

駐
車
場
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
一
以
上
設
け
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
は
、
第
一
号
の
表
六
の
項
２
の
�
か

ら
�
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
通
ず
る
前
項
に
定
め
る
構
造
の
出
入

口
か
ら
当
該
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
至
る
通
路
は
、
次
の
構
造

と
す
る
こ
と
。

�

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

�

段
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
段
は
、
第
一
号
の
表
三
の

項
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
に
準
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
通
路
の
末
端
の
付
近
の
広
さ
を
車
い
す
の
転
回
に
支
障
の
な

い
も
の
と
し
、
か
つ
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
い
す
が
転
回

す
る
こ
と
が
で
き
る
広
さ
の
場
所
を
設
け
た
上
で
、
有
効
幅
員
を
百

二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
の
表
七
の
項
５
の
�

及
び
�
に
定
め
る
構
造
の
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。

�

通
路
を
横
断
す
る
排
水
溝
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
つ
え
、

車
い
す
の
キ
ャ
ス
タ
ー
等
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
溝
ぶ
た
を
設
け
る

こ
と
。

項

目

整

備

基

準

歩
道
及
び
自
転
車

歩
行
者
道
（
以
下

「
歩
道
等
」
と
い

う
。）

歩
道
等
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
ほ
か
、
生
活
関
連
施
設
間
の
当
該

歩
道
等
を
含
む
経
路
の
確
保
に
配
慮
す
る
こ
と
。

�

歩
道
等
は
、
車
道
の
部
分
よ
り
高
く
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
段
差

は
、五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
横
断
歩
道
と
接
す
る
部
分
に
あ
っ
て
は
、

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

さ
く

�

歩
道
等
と
車
道
は
、
縁
石
、
植
樹
帯
、
防
護
柵
そ
の
他
の
方
法
で

分
離
す
る
こ
と
。

�

歩
道
の
有
効
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
歩
道
に
あ
っ
て

は
三
百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
の
歩
道
に
あ
っ
て
は

二
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

自
転
車
歩
行
者
道
の
有
効
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
自

転
車
歩
行
者
道
に
あ
っ
て
は
四
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他

の
自
転
車
歩
行
者
道
に
あ
っ
て
は
三
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。こう

�

縦
断
勾
配
は
、
二
十
分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形

の
状
況
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
二
十
五
分
の
二
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う

�

横
断
勾
配
は
、
五
十
分
の
一
以
下
（
透
水
性
舗
装
等
を
行
っ
た
場

合
は
、
百
分
の
一
以
下
）
と
す
る
こ
と
。

�

歩
道
等
を
横
断
す
る
排
水
溝
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
つ

え
、
車
い
す
の
キ
ャ
ス
タ
ー
等
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
溝
ぶ
た
を
設

け
る
こ
と
。

�

表
面
は
、
平
た
ん
と
し
、
か
つ
、
滑
り
に
く
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

	

車
両
の
出
入
口
で
は
、
歩
道
等
が
連
続
し
て
平
た
ん
と
な
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。




公
共
交
通
機
関
の
施
設
と
視
覚
障
害
者
の
利
用
の
多
い
施
設
と
を

結
ぶ
歩
道
等
そ
の
他
の
視
覚
障
害
者
の
利
用
の
多
い
歩
道
等
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
又
は
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
敷
設
す

る
こ
と
。

一
六



六

公
園
等
に
関
す
る
整
備
基
準

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

項

目

整

備

基

準

一

出
入
口

出
入
口
の
う
ち
一
以
上
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

さ
く

�

車
止
柵
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
間
隔
の
う
ち
一
以
上

は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

出
入
口
か
ら
百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
は
、
水
平
面

と
す
る
こ
と
。

�

車
い
す
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ

と
。
た
だ
し
、
高
低
差
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る
構
造
の
傾
斜
路
及
び

そ
の
踊
場
を
併
設
し
た
上
で
、
段
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

こ
う

こ
う

�

縦
断
勾
配
は
、
二
十
五
分
の
二
以
下
と
し
、
か
つ
、
横
断
勾
配

は
、
零
と
す
る
こ
と
。

�

高
低
差
が
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
高
低
差
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
踏
幅
百
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。

�

両
側
に
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

	

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。




高
低
差
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

縁
端
部
に
は
、
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
立
ち
上
が
り
を

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
側
面
が
壁
面
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

二

園
路

前
項
に
定
め
る
構
造
の
出
入
口
及
び
園
内
の
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利

用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
施
設
に
接
続
す

る
園
路
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

有
効
幅
員
は
、
百
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
園
路
の
末
端
の
付
近
の
広
さ
を
車
い
す
の
転
回
に

支
障
の
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
い

す
が
転
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
広
さ
の
場
所
を
設
け
た
上
で
、
有
効

幅
員
を
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

車
い
す
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ

と
。

�

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

こ
う

�

縦
断
勾
配
は
、
二
十
五
分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地

形
の
状
況
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
二
十
五
分
の
二
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う

�

横
断
勾
配
は
、
百
分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の

状
況
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
五
十
分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

園
路
を
横
断
す
る
排
水
溝
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
つ
え
、

車
い
す
の
キ
ャ
ス
タ
ー
等
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
溝
ぶ
た
を
設
け
る

こ
と
。




危
険
防
止
等
の
た
め
必
要
な
箇
所
に
は
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
敷

設
す
る
こ
と
。

�

段
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
段
は
、
次
に
定
め
る
構
造

と
し
、
か
つ
、
前
項
�
の
�
か
ら


ま
で
に
定
め
る
構
造
の
傾
斜
路

及
び
そ
の
踊
場
を
併
設
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
傾
斜
路

と
当
該
傾
斜
路
の
踊
場
及
び
当
該
傾
斜
路
に
接
す
る
園
路
等
と
の
色

の
明
度
の
差
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
容
易
に
識
別
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

両
側
に
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

�

手
す
り
の
端
部
の
付
近
に
は
、
当
該
段
の
通
ず
る
場
所
を
示
す

点
字
を
は
り
付
け
る
こ
と
。

一
七



別
表
第
三
（
第
七
条
関
係
）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

�

主
た
る
段
に
は
、
回
り
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

�

表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

�

踏
面
と
け
こ
み
及
び
段
鼻
と
の
色
の
明
度
の
差
が
大
き
い
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
つ

ま
ず
き
に
く
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

高
低
差
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

縁
端
部
に
は
、
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
立
ち
上
が
り
を

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
側
面
が
壁
面
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

三

便
所

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等

が
利
用
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す

る
こ
と
。

�

床
の
表
面
は
、
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

�

一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
男
女
共

用
と
し
て
一
以
上
又
は
男
子
用
及
び
女
子
用
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
以

上
）
の
便
所
は
、
第
一
号
の
表
五
の
項
１
の
�
か
ら
�
ま
で
、
�
及

び
	
並
び
に
３
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

�

�
に
規
定
す
る
便
所
及
び
当
該
便
所
に
設
け
ら
れ
る
多
機
能
便
房

の
出
入
口
に
は
、
車
い
す
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段

を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
傾
斜
路
を
併
設
し
た
上

で
、
段
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

駐
車
場

１

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害

者
等
が
利
用
す
る
駐
車
場
に
は
、
次
の
表
の
上
欄
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
以
上
の
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設

を
設
け
る
こ
と
。

２

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
は
、
第
一
号
の
表
六
の
項
２
の
�
か
ら

�
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

３

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
通
ず
る
出
入
口
か
ら
車
い
す
使
用
者

用
駐
車
施
設
に
至
る
駐
車
場
内
の
経
路
は
、
第
一
号
の
表
七
の
項
６
及

び
第
四
号
の
表
二
の
項
２
の
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ

と
。

五

案
内
設
備

出
入
口
付
近
の
通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
部
分
に
、
公
園
等
全
体
の
施
設

の
配
置
及
び
経
路
を
表
示
し
、
か
つ
、
第
三
号
の
表
七
の
項
�
か
ら
�
ま

で
に
定
め
る
構
造
の
案
内
設
備
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

駐

車

台

数

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
数

二
百
台
以
下
の
場
合

駐
車
台
数
に
五
十
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
（
小
数
点
以
下
一
位
未
満

は
、
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。）

二
百
台
を
超
え
る
場
合

駐
車
台
数
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
数
（
小
数
点
以
下
一
位
未
満
は
、

切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。）
に
二

を
加
え
た
数

区

分

図

面

種

類

明

示

す

べ

き

事

項

一

建
築
物

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

配
置
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の
高
低
、
敷
地
内

に
お
け
る
建
築
物
の
位
置
、
用
途
及
び
規
模
、
敷
地
内
に

お
け
る
出
入
口
及
び
通
路
の
位
置
及
び
有
効
幅
員
（
段
及

び
傾
斜
路
並
び
に
そ
れ
ら
の
踊
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場

こ
う

合
に
あ
っ
て
は
、
手
す
り
の
位
置
及
び
傾
斜
路
の
勾
配
を

一
八



平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

含
む
。）、
敷
地
に
接
す
る
道
等
の
位
置
及
び
幅
員
、
敷
地

内
の
通
路
を
横
断
す
る
排
水
溝
の
仕
様
並
び
に
線
状
ブ
ロ

ッ
ク
等
、
音
声
誘
導
装
置
等
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
、
車
い

す
使
用
者
用
駐
車
施
設
（
立
て
看
板
を
含
む
。）
そ
の
他

主
要
な
設
備
の
位
置
及
び
寸
法

各
階
平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
間
取
り
、
各
室
の
用
途
、
床
の
高
低
、
出

入
口
及
び
廊
下
等
の
位
置
及
び
有
効
幅
員
（
段
及
び
傾
斜

路
並
び
に
そ
れ
ら
の
踊
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ

こ
う

っ
て
は
、
手
す
り
の
位
置
及
び
傾
斜
路
の
勾
配
を
含

む
。）、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
等
及
び
案
内
設
備
の
位
置
及
び

床
面
か
ら
の
高
さ
並
び
に
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
、
音
声
誘
導

装
置
等
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
、
多
機
能
便
房
そ
の
他
主
要

な
設
備
の
位
置
及
び
寸
法

二

建
築
物
以
外

の
公
共
交
通
機

関
の
施
設

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

配
置
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の
高
低
、
敷
地
内

に
お
け
る
建
築
物
の
位
置
、
用
途
及
び
規
模
、
敷
地
内
に

お
け
る
改
札
口
、
乗
降
場
及
び
通
路
の
位
置
及
び
有
効
幅

員
（
段
及
び
傾
斜
路
並
び
に
そ
れ
ら
の
踊
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
手
す
り
の
位
置
及
び
傾
斜
路

こ
う

の
勾
配
を
含
む
。）、
敷
地
に
接
す
る
道
等
の
位
置
及
び
幅

員
並
び
に
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
そ
の
他

主
要
な
設
備
の
位
置
及
び
寸
法

各
階
平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
間
取
り
、
各
室
の
用
途
、
床
の
高
低
、
改

札
口
及
び
通
路
の
位
置
及
び
有
効
幅
員
（
段
及
び
傾
斜
路

並
び
に
そ
れ
ら
の
踊
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

こ
う

て
は
、
手
す
り
の
位
置
及
び
傾
斜
路
の
勾
配
を
含
む
。）、

案
内
設
備
の
位
置
及
び
床
面
か
ら
の
高
さ
並
び
に
線
状
ブ

ロ
ッ
ク
等
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
、
多
機
能
便
房
そ
の
他
主

要
な
設
備
の
位
置
及
び
寸
法

三

建
築
物
以
外

の
路
外
駐
車
場

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

配
置
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の
高
低
、
敷
地
内

に
お
け
る
出
入
口
及
び
通
路
の
位
置
及
び
有
効
幅
員
（
段

及
び
傾
斜
路
並
び
に
そ
れ
ら
の
踊
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
う

場
合
に
あ
っ
て
は
、
手
す
り
の
位
置
及
び
傾
斜
路
の
勾
配

を
含
む
。）、
敷
地
に
接
す
る
道
等
の
位
置
及
び
幅
員
並
び

に
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
（
立
て
看
板
を
含
む
。）

そ
の
他
主
要
な
設
備
の
位
置
及
び
寸
法

四

道
路

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
道
路
の
位
置
及
び
幅
員
並
び
に
整
備
に
係

る
箇
所
の
位
置
、
寸
法
及
び
土
地
の
高
低

五

公
園
等

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

配
置
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の
高
低
、
敷
地
内

に
お
け
る
建
築
物
の
位
置
、
用
途
及
び
規
模
、
敷
地
内
に

お
け
る
出
入
口
及
び
園
路
の
位
置
及
び
有
効
幅
員
（
段
及

び
傾
斜
路
並
び
に
そ
れ
ら
の
踊
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場

こ
う

合
に
あ
っ
て
は
、
手
す
り
の
位
置
及
び
傾
斜
路
の
勾
配
を

含
む
。）、
敷
地
に
接
す
る
道
等
の
位
置
及
び
幅
員
、
案
内

設
備
の
位
置
及
び
地
面
か
ら
の
高
さ
並
び
に
点
状
ブ
ロ
ッ

ク
等
、
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
（
立
て
看
板
を
含

む
。）、
多
機
能
便
房
そ
の
他
主
要
な
設
備
の
位
置
及
び
寸

法

一
九



様式第１号（第６条関係）

適合証交付請求書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２１条第１項の規定により，適合証の交

付を請求します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

�

�

�

�

�

室

戸（室）

□海上運送法による輸送施設
□バスターミナル
□鉄道施設
□航空旅客ターミナル施設

人

�

□児童遊園 □港湾法による緑地
□都市公園 □遊園地 □その他（ ）

年 月 日

第 号

（電話番号 ）

（電話番号 ）

用途（ ）

用途（ ）

用途（ ）

そ の 他

合 計

前年度における１日当たりの
平 均 乗 降 客 数

駐車の用に供する部分の面積

種

別

種
別

生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

生 活 関 連 施 設 の 名 称

延 べ 面 積

宿 泊 施 設 の 客 室 数

共 同 住 宅 等 の 戸 （ 室 ） 数

公 共 交 通 機 関 の 施 設

路 外 駐 車 場

公 園 等

工 事 完 了 年 月 日

特定生活関連施設新築等協議書の受理番号

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

利用する者の意見を聴くための措置

建

築

物

建

築

物

以

外

設
計
者

施
工
者

二
○

備考 「特定生活関連施設新築等協議書の受理番号」欄は，特定生活関連施設の新築等に係る協議をしている

場合に，その受理番号を記載すること。



様式第２号（第６条関係）

ユニバーサルデザインによる
ま ち づ く り

適 合 証

この施設は，「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの

推進に関する条例」で定める整備基準に適合し，かつ，利用者の

意見を聴くための措置を行っています。

徳 島 県

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

赤色

水色

緑色

二
一



様式第３号（第７条関係）

その１

特定生活関連施設新築等協議書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定により，特定生活関

連施設の新築等（施設の用途の変更）の計画について協議します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

造 地上 階，地下 階

□ 新築 □ 増築 □ 改築 □ その他（ ）

�

�

�

�

�

�

室

戸（室）

別紙のとおり

年 月 日

年 月 日

（電話番号 ）

（電話番号 ）

年 月 日

用途（ ）

用途（ ）

用途（ ）

用途（ ）

そ の 他

合 計

※受理年月日第 号

特 定 生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

特 定 生 活 関 連 施 設 の 名 称

主 要 な 用 途

構 造 及 び 階 数

工 事 種 別

延 べ 面 積

宿 泊 施 設 の 客 室 数

共 同 住 宅 等 の 戸 （ 室 ） 数

特 定 生 活 関 連 施 設 の 整 備 状 況

工 事 着 手 予 定 年 月 日

工 事 完 了 予 定 年 月 日

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

※受 理 番 号

設
計
者

施
工
者

二
二

備考

１ この様式は，建築物（小規模建築物を除く。）について，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづく

りの推進に関する条例第２２条第１項の規定による協議をする場合に使用すること。

２ ※印の欄には，記入しないこと。



別紙

特定生活関連施設の整備状況

１ 出入口

２ 廊下等

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

整 備 基 準

有効幅員（９０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（９０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

地上出入口のうち，整備基

準に適合する１以上の出入

口

駐車場出入口のうち，整備

基準に適合する１以上の出

入口

室出入口のうち，整備基準

に適合する１以上の出入口

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

□傾斜路

□車いす使用者用特殊構造昇降機

適 ・ 否

適 ・ 否

常時勤務する者による対応等

（ ）

整 備 基 準

滑りにくい材料による仕上げ

手すりの設置（両側）

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

点状ブロック等の敷設（教習所，遊技場，自動車車庫，

共同住宅等及び社寺等以外の施設の場合に記入するこ

と。）

有効幅員（１３５�以上，共同住宅等の場合にあっては
１２０�以上）

高低差がある場合における傾斜路又は車いす使用者用

特殊構造昇降機の設置

出入口等に接する部分の水平面

地上出入口から受付等までの廊下等における線状ブロック等の敷設又は音声誘導装

置等の設置その他視覚障害者を誘導するための措置（教習所，遊技場，自動車車庫，

共同住宅等及び社寺等以外の施設の場合に記入すること。）

段を設ける場合における当

該段の整備状況

適合地上出入口及び適合駐

車場出入口から適合室出入

口及び整備基準に適合した

改札口に至るそれぞれ１以

上の経路の廊下等

二
三



３ 階段

４ 昇降機（官公庁施設等，社会福祉施設等，医療施設等，教育施設，文化施設及び公共交通機関の施設並び

に集会所等で用途面積が１，０００�以上のもの並びにその他の特定生活関連施設（教習所を除く。）で用途面積
が２，０００�以上のものの場合に記入すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

手すりの設置（両側）

主たる階段の回り階段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

点状ブロック等の敷設（教習所，遊技場，自動車車庫，共同住宅等及び社寺等以外

の施設の場合に記入すること。）

整 備 状 況

基

基

�

�

適 ・ 否

整 備 基 準

エレベーターの総数

適合エレベーターの数

かごの幅（有効幅員１４０�以上。共同住宅等以外の施
設の場合に記入すること。）

かごの奥行き（有効幅員１３５�以上）

かごの平面形状（共同住宅等以外の施設の場合に記入

すること。）

かご及び昇降路の構造

�

こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

有効幅員（１３５�以上，段併設の場合は１０５�以上（共
同住宅等の場合にあっては，それぞれ１２０�以上，９０
�以上））
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び廊下等との識別のしやすさ

点状ブロック等の敷設（教習所，遊技場，自動車車庫，

共同住宅等及び社寺等以外の施設の場合に記入するこ

と。）

上端及び下端の水平部分の設置

傾斜路及びその踊場

二
四



５ 便所（「多機能便房のある便所」欄は用途面積が１，０００�以上の特定生活関連施設（公衆便所，自動車車庫
及び共同住宅等を除く。）及び公衆便所の場合に，「多機能便房のない便所」欄は用途面積が１，０００�未満の
特定生活関連施設（公衆便所，自動車車庫及び共同住宅等を除く。）の場合に記入すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

箇所

箇所

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

整 備 基 準

便所の数

多機能便房の数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

便所の出入口

多

機

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

適 ・ 否

床からの高さ

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

床からの高さ

（ �）

適 ・ 否

幅員 �×
奥行き �

適 ・ 否

適 ・ 否

表示場所（ ）

かごが停止する予定の階及びかごの現在位置を表示す

る装置（共同住宅等以外の施設の場合に記入するこ

と。）

かごが到着する階並びにかご及び昇降路の出入口の戸

の閉鎖を知らせる装置（共同住宅等以外の施設の場合

に記入すること。）

戸の開閉状況を確認できる鏡の設置

手すりの設置

かご及び昇降路の出入口の有効幅員（それぞれ８０�以
上）

車いす使用者に配慮した制御装置

視覚障害者が円滑に操作できる構造の制御装置（共同

住宅等以外の施設の場合に記入すること。）

車いす使用者に配慮した制御装置

視覚障害者が円滑に操作できる構造の制御装置（共同

住宅等以外の施設の場合に記入すること。）

幅員及び奥行き（それぞれ有効幅員１５０�以上）

到着するかごの昇降方向を知らせる装置（共同住宅等

以外の施設の場合に記入すること。）

適合エレベーターを設置した旨の表示

乗降ロビーの構造

エレベーターの設置に代わ

る措置の内容

適

合

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

二
五



６ 駐車場（共同住宅等以外の施設の場合に記入すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

台

箇所

整 備 基 準

駐車台数

車いす使用者用駐車施設の数車いす使用者用駐車施設

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

長辺 �×
短辺 �

適 ・ 否

設置設備（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

箇所

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

設置設備（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

十分な床面積の確保

腰掛便座，手すり等の適切な配置

多機能便房を設置した旨の表示

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置

非常通報装置の設置

便房の数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

腰掛便座，手すり等の適切な配置

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置

乳幼児を座らせることができる設備の設置

乳幼児のおむつ替えができる設備の設置

こう ぼうこう

人口肛門又は人工膀胱を使用している者のための洗浄

設備等を備えた便房の設置

便房を設置した旨の表示

出入口

便所の出入口

出入口

用途面積が２，０００�以上の
施設に設ける便房（官公庁

施設等，医療施設等，文化

施設，店舗及び公共交通機

関の施設並びに劇場等，集

会場等，運動施設及び展示

場の場合に記入するこ

と。）

多

機

能

便

房

便

房

能

便

房

の

あ

る

便

所

多

機

能

便

房

の

な

い

便

所

二
六



７ 敷地内の通路

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

整 備 基 準

滑りにくい材料による仕上げ

手すりの設置（両側）

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

有効幅員（１３５�以上（共同住宅等の場合にあって
は，１２０�以上））

段を設ける場合における当

該段の整備状況

適合地上出入口から道等又

は車いす使用者用駐車施設

適 ・ 否

�

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

□傾斜路

□車いす使用者用特殊構造昇降機

適 ・ 否

適 ・ 否

�

こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

出入口からの距離

幅員（３５０�以上）

立て看板及び路面の表示

滑りにくい材料による仕上げ

手すりの設置（両側）

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

有効幅員（１３５�以上）

高低差がある場合における傾斜路又は車いす使用者用特殊構造昇降機の設置

つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの設置

車路との分離等

有効幅員（１３５�以上，段併設の場合は１０５�以上）
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び駐車場内の通路との識別のしや

すさ

段を設ける場合におけ

る当該段の整備状況

傾斜路及びその踊場

出

入

口

か

ら

車

い

す

使

用

者

用

駐

車

施

設

に

至

る

駐

車

場

内

の

通

路

二
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８ 客席（公民館，劇場等，集会場等及び運動施設に固定式のいす席を設置する場合に記入すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

席

人

適 ・ 否

幅員 �×
奥行き �

�

�

こう

勾配

整 備 基 準

固定式のいす席の数

利用できる車いす使用者の人数

出入口からの距離

１人分の寸法（幅員９０�以上，奥行き１４０�以上）

有効幅員（１３５�以上）

有効幅員（１３５�以上，段併設の場合は１０５�以上）
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

車いす使用者が利用できる

部分

客席の出入口から車いす使

用者が利用できる部分に至

る１以上の客席内の通路

傾斜路及びその踊場

□傾斜路

□車いす使用者用特殊構造昇降機

適 ・ 否

適 ・ 否

常時勤務する者による対応等

（ ）

適 ・ 否

常時勤務する者による対応等

（ ）

�

こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

高低差がある場合における傾斜路又は車いす使用者用

特殊構造昇降機の設置

つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの

設置

線状ブロック等の敷設又は音声誘導装置等の設置その

他視覚障害者を誘導するための措置

点状ブロック等の敷設その他視覚障害者を誘導するた

めの措置

有効幅員（１３５�以上，段併設の場合は１０５�以上（共
同住宅等の場合にあっては，それぞれ１２０�以上，９０
�以上））
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び敷地内の通路との識別のしやす

さ

車路との分離等

に至る１以上の敷地内の通

路

各地上出入口から道等に至

る１以上の敷地内の通路

（教習所，遊技場，自動車

車庫，共同住宅等及び社寺

等以外の施設の場合に記入

すること。）

傾斜路及びその踊場

二
八



９ 受付カウンター，記載台及び公衆電話台

１０ 改札口及び支払用通路

１１ 案内設備等

１２ 休憩場所（学校等，飲食店，公衆便所，自動車車庫及び共同住宅等以外の施設の場合に記入すること。）

１３ 授乳場所（文化施設並びに劇場等，集会場等及び運動場施設で客席を有するもの並びに公共交通機関の施

設で用途面積が２，０００�以上のものの場合に記入すること。）

１４ 浴室（客室の内部に設置するものを除き，社会福祉施設等，医療施設等及び宿泊施設の場合に記入するこ

と。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

上面の高さ（７０�程度）

フットレストが入る空間の確保

整 備 状 況

�

適 ・ 否

整 備 基 準

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる構造

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

高齢者，障害者等が見やすく理解しやすい配慮

点字による表示

図形若しくは記号又は外国語による表示

建築物全体の案内を行う案内設備における車いす使用

者への配慮

視覚情報及び聴覚情報に配慮した誘導灯の設置

主要な案内設備

整 備 状 況

適 ・ 否

整 備 基 準

休憩場所の設置

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

表示場所（ ）

整 備 基 準

乳幼児用ベッド若しくはいす又はこれらに代わる設備の設置

授乳場所を設置した旨の表示

整 備 状 況整 備 基 準

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

車いす使用者が舞台等に円滑に到達できる構造

二
九



１５ 更衣室及びシャワー室（運動施設の場合に記入すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

室

区画

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

高さ

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

室

区画

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

更衣室の数

更衣室の区画の数

更衣室の床面における滑りにくい材料による仕上げ

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

段の不設置

十分な床面積の確保

腰掛台（高さ４０�から４５�程度）の適切な配置

手すり等の適切な配置

操作が容易な水栓器具の設置

非常通報装置の設置

シャワー室の数

シャワー室の区画の数

シャワー室の床面における滑りにくい材料による仕上げ

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

段の不設置

十分な床面積の確保

出入口

出入口

更

衣

室

の

一

以

上

の

区

画

シ
ャ
ワ
ー
室
の

箇所

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

浴室の数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者等が円滑に通過できる戸の構造及び形式

段の不設置

浴槽における手すりの設置

滑りにくい材料による床面の仕上げ

操作が容易な１以上の水栓器具の設置

操作が容易な水栓器具を設置した部分における手すり

の設置

非常通報装置の設置

出入口

洗い場

一

以

上

の

浴

室

三
○



１６ 客室（宿泊施設に５０を超える客室を設置する場合に記入すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

室

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

長辺 �×
短辺 �

適 ・ 否

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

�

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

基準に適合する客室数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

十分な床面積の確保

腰掛便座，手すり等の適切な配置

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

段の不設置

浴槽における手すりの設置

滑りにくい材料による床面の仕上げ

操作が容易な１以上の水栓器具の設置

操作が容易な水栓器具を設置した部分における手すり

の設置

非常通報装置の設置

浴槽の縁の高さ（４０�から４５�程度）

乗移台の高さ（４０�から４５�程度）

十分な空間の確保

車いす使用者が円滑に利用できるコンセント，スイッチその他の設備

視覚情報及び聴覚情報に配慮した非常警報装置

出入口

出入口

出入口

洗い場

便

所

浴

室

適 ・ 否

高さ

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

腰掛台（高さ４０�から４５�程度）の適切な配置

手すり等の適切な配置

操作が容易な水栓器具の設置

非常通報装置の設置

一

以

上

の

区

画

三
一



１７ 利用する者の意見を聴くための措置（設計段階の取組実績又は工事施工中若しくは完成後の取組予定を記

載すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

三
二



その２

特定生活関連施設新築等協議書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定により，特定生活関

連施設の新築等（施設の用途の変更）の計画について協議します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

造 地上 階，地下 階

□ 新築 □ 増築 □ 改築 □ その他（ ）

�

�

�

�

�

�

別紙のとおり

年 月 日

年 月 日

（電話番号 ）

（電話番号 ）

年 月 日

用途（ ）

用途（ ）

用途（ ）

用途（ ）

そ の 他

合 計

※受理年月日第 号

特 定 生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

特 定 生 活 関 連 施 設 の 名 称

主 要 な 用 途

構 造 及 び 階 数

工 事 種 別

延 べ 面 積

特 定 生 活 関 連 施 設 の 整 備 状 況

工 事 着 手 予 定 年 月 日

工 事 完 了 予 定 年 月 日

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

※受 理 番 号

設

計

者

施

工

者

備考

１ この様式は，小規模建築物について，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条

例第２２条第１項の規定による協議をする場合に使用すること。

２ ※印の欄には，記入しないこと。

三
三



別紙

特定生活関連施設の整備状況

１ 出入口

２ 廊下等

３ 階段

４ 便所

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

整 備 基 準

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

地上出入口のうち，整備基

準に適合する１以上の出入

口

駐車場出入口のうち，整備

基準に適合する１以上の出

入口

室出入口のうち，整備基準

に適合する１以上の出入口

整 備 状 況

適 ・ 否

�

適 ・ 否
こう

勾配

整 備 基 準

滑りにくい材料による仕上げ

有効幅員（１２０�以上）
こう

高低差がある場合における傾斜路の設置及びその勾配

（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８以
下）

整備基準に適合する各地上
出入口及び各駐車場出入口
から整備基準に適合する各
室出入口に至る１以上の経
路の廊下等

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

主たる階段の回り階段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

手すりの設置

整 備 状 況

箇所

�

適 ・ 否

形式（ ）

整 備 基 準

便所の数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

便所の出入口 三
四



５ 敷地内の通路

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

□傾斜路

□車いす使用者用特殊構造昇降機

適 ・ 否

�

適 ・ 否

こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

滑りにくい材料による仕上げ

手すりの設置（両側）

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

点状ブロック等の敷設（教習所，遊技場，自動車車庫，

共同住宅等及び社寺等以外の施設の場合に記入するこ

と。）

有効幅員（１２０�以上，段併設の場合は９０�以上）

高低差がある場合における傾斜路又は車いす使用者用

特殊構造昇降機の設置

つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの

設置

有効幅員（１２０�以上，段併設の場合は９０�以上）

手すりの設置
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び敷地内の通路との識別のしやす

さ

段を設ける場合における当

該段の整備状況

整備基準に適合する各地上

出入口から道等に至る１以

上の敷地内の通路

傾斜路及びその踊場

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

設置設備（ ）

適 ・ 否

長辺 �×
短辺 �

適 ・ 否

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

腰掛便座，手すり等の適切な配置

十分な床面積の確保

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置

出入口

一

以

上

の

便

房

三
五



６ 利用する者の意見を聴くための措置（設計段階の取組実績又は工事施工中若しくは完成後の取組予定を記

載すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

三
六



その３

特定生活関連施設新築等協議書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定により，特定生活関

連施設の新築等（施設の用途の変更）の計画について協議します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

造 地上 階，地下 階

□ 新設 □ 増築 □ 改築 □ その他（ ）

人

別紙のとおり

年 月 日

年 月 日

（電話番号 ）

（電話番号 ）

年 月 日※受理年月日第 号

特 定 生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

特 定 生 活 関 連 施 設 の 名 称

主 要 な 用 途

構 造 及 び 階 数

工 事 種 別

前 年 度 に お け る １ 日 当 た り の

平 均 乗 降 客 数

特 定 生 活 関 連 施 設 の 整 備 状 況

工 事 着 手 予 定 年 月 日

工 事 完 了 予 定 年 月 日

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

※受 理 番 号

設

計

者

施

工

者

備考

１ この様式は，建築物以外の公共交通機関の施設について，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづく

りの推進に関する条例第２２条第１項の規定による協議をする場合に使用すること。

２ ※印の欄には，記入しないこと。

三
七



別紙

特定生活関連施設の整備状況

１ 改札口

２ 旅客の乗船又は下船の用に供する施設，バスターミナル及びプラットホーム

３ 通路

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

�

適 ・ 否

整 備 基 準

有効幅員（９０�以上）

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

滑りにくい材料による仕上げ

点状ブロック等の敷設

さく

転落防止柵の設置（バスターミナル以外の場合に記入すること。）

ベンチの設置

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�
やむを得ない場合の理由等

（ ）

□傾斜路

□車いす使用者用特殊構造昇降機

�

こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

滑りにくい材料による仕上げ

手すりの設置（両側）

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

線状ブロック等及び点状ブロック等の敷設

有効幅員（１４０�以上，やむを得ないと認められる場
合は通路の末端の付近及び５０ｍ以内ごとに車いすが転

回できる広さを設けた上で１２０�以上）

高低差がある場合における傾斜路又は車いす使用者用

特殊構造昇降機の設置

有効幅員（１３５�以上，段併設の場合は１０５�以上）
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び通路との識別のしやすさ

段を設ける場合における当

該段の整備状況

整備基準に適合する改札口

から乗降場に至る１以上の

通路

傾斜路及びその踊場

三
八



４ 階段

５ 昇降機（前年度における１日当たりの平均乗降客数が５，０００人以上の施設の場合に記入すること。）

６ 便所（「多機能便房のある便所」欄には，前年度における１日当たりの平均乗降客数が５，０００人以上の施設

の場合に記入すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

手すりの設置（両側）

主たる階段の回り階段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

点状ブロック等の敷設

整 備 状 況

�

�

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

適 ・ 否

床からの高さ

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

床からの高さ

（ �）

適 ・ 否

幅員 �×
奥行き �

適 ・ 否

整 備 基 準

かごの幅（有効幅員１４０�以上）

かごの奥行き（有効幅員１３５�以上）

かごの平面形状

かごが停止する予定の階及びかごの現在位置を表示す

る装置

かごが到着する階並びにかご及び昇降路の出入口の戸

の閉鎖を知らせる装置

戸の開閉状況を確認できる鏡の設置

手すりの設置

かご及び昇降路の出入口の有効幅員（それぞれ８０�以
上）

車いす使用者に配慮した制御装置

視覚障害者が円滑に操作できる構造の制御装置

車いす使用者に配慮した制御装置

視覚障害者が円滑に操作できる構造の制御装置

幅員及び奥行き（それぞれ有効幅員１５０�以上）

到着するかごの昇降方向を知らせる装置

かご及び昇降路の構造

乗降ロビーの構造

整 備 状 況

箇所

整 備 基 準

便所の数

三
九



７ 案内設備

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

公共車両等の入線，行き先等の明示

高齢者，障害者等が見やすく理解しやすい配慮

点字による表示

図形若しくは記号又は外国語による表示

案内設備

箇所

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

長辺 �×
短辺 �

適 ・ 否

設置設備（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

箇所

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

設置設備（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

多機能便房の数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

十分な床面積の確保

腰掛便座，手すり等の適切な配置

多機能便房を設置した旨の表示

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置

非常通報装置の設置

便房の数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

腰掛便座，手すり等の適切な配置

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置

便所の出入口

出入口

便所の出入口

出入口

多

機

能

便

房

便

房

多

機

能

便

房

の

あ

る

便

所

多

機

能

便

房

の

な

い

便

所

四
○



８ 利用する者の意見を聴くための措置（設計段階の取組実績又は工事施工中若しくは完成後の取組予定を記

載すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

四
一



その４

特定生活関連施設新築等協議書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定により，特定生活関

連施設の新築等（施設の用途の変更）の計画について協議します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

□ 新設 □ 増築 □ 改築 □ その他（ ）

�

台

別紙のとおり

年 月 日

年 月 日

（電話番号 ）

（電話番号 ）

年 月 日※受理年月日第 号

特 定 生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

特 定 生 活 関 連 施 設 の 名 称

工 事 種 別

面 積

駐 車 台 数

特 定 生 活 関 連 施 設 の 整 備 状 況

工 事 着 手 予 定 年 月 日

工 事 完 了 予 定 年 月 日

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

自 動 車 の 駐 車 の 用

に 供 す る 部 分

※受 理 番 号

設

計

者

施

工

者

四
二

備考

１ この様式は，建築物以外の路外駐車場について，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進

に関する条例第２２条第１項の規定による協議をする場合に使用すること。

２ ※印の欄には，記入しないこと。



別紙

特定生活関連施設の整備状況

１ 出入口

２ 駐車場

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

�

適 ・ 否

整 備 基 準

有効幅員（９０�以上）

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

整 備 状 況

箇所

適 ・ 否

�

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�
やむを得ない場合の理由等

（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

�

こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

車いす使用者用駐車施設の数

出入口からの距離

幅員（３５０�以上）

立て看板及び路面の表示

滑りにくい材料による仕上げ

手すりの設置（両側）

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

有効幅員（１３５�以上，やむを得ないと認められる場合は通路の末端の付近及
び５０ｍ以内ごとに車いすが転回できる広さを設けた上で１２０�以上）

つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの設置

傾斜路の設置

有効幅員（１３５�以上，段併設の場合は１０５�以上）
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び駐車場内の通路との識別のしや

すさ

車いす使用者用駐車施設

段を設ける場合におけ

る当該段の整備状況

傾斜路及びその踊場

出

入

口

か

ら

車

い

す

使

用

者

用

駐

車

施

設

に

至

る

通

路

四
三



３ 利用する者の意見を聴くための措置（設計段階の取組実績又は工事施工中若しくは完成後の取組予定を記

載すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

四
四



その５

特定生活関連施設新築等協議書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定により，特定生活関

連施設の新築等（施設の用途の変更）の計画について協議します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

□ 新設 □ その他（ ）

別紙のとおり

年 月 日

年 月 日

（電話番号 ）

（電話番号 ）

年 月 日※受理年月日第 号

特 定 生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

特 定 生 活 関 連 施 設 の 名 称

工 事 種 別

特 定 生 活 関 連 施 設 の 整 備 状 況

工 事 着 手 予 定 年 月 日

工 事 完 了 予 定 年 月 日

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

※受 理 番 号

設

計

者

施

工

者

備考

１ この様式は，道路について，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条

第１項の規定による協議をする場合に使用すること。

２ ※印の欄には，記入しないこと。

四
五



別紙

特定生活関連施設の整備状況

１ 歩道及び自転車歩行者道

２ 利用する者の意見を聴くための措置（設計段階の取組実績又は工事施工中若しくは完成後の取組予定を記

載すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

�

�

適 ・ 否

�

�

�

�
こう

勾配

やむを得ない場合の理由等

（ ）
こう

勾配

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

歩道等の車道の部分に対する高さ（５�）

横断歩道と接する部分における歩道等の車道の部分に対する高さ（２�）

歩道等と車道との分離

交通量の多い歩道（３５０�以上）

その他の歩道（２００�以上）

交通量の多い自転車歩行者道（４００�以上）

その他の自転車歩行者道（３００�以上）
こう

縦断勾配（１／２０以下，やむを得ないと認められる場合は２／２５以下）

こう

横断勾配（１／５０以下，透水性舗装等を行った場合は１／１００以下）

つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの設置

平たんかつ滑りにくい表面

車両出入口の構造

線状ブロック等又は点状ブロック等の敷設

有効幅員

四
六



その６

特定生活関連施設新築等協議書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第１項の規定により，特定生活関

連施設の新築等（施設の用途の変更）の計画について協議します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

□ 新設 □ 増築 □ 改築 □ その他（ ）

別紙のとおり

年 月 日

年 月 日

（電話番号 ）

（電話番号 ）

年 月 日※受理年月日第 号

特 定 生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

特 定 生 活 関 連 施 設 の 名 称

工 事 種 別

特 定 生 活 関 連 施 設 の 整 備 状 況

工 事 着 手 予 定 年 月 日

工 事 完 了 予 定 年 月 日

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

※受理番号

設

計

者

施

工

者

備考

１ この様式は，公園等について，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２

条第１項の規定による協議をする場合に使用すること。

２ ※印の欄には，記入しないこと。

四
七



別紙

特定生活関連施設の整備状況

１ 出入口

２ 園路

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

�
やむを得ない場合の理由等

（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�
こう

勾配
こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

有効幅員（１３５�以上，やむを得ないと認められる場
合は９０�以上）

さく

車止柵の間隔（１以上は，９０�以上）

出入口から１５０�以内の部分の水平面

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（１０５�以上）
こう

縦断勾配（２／２５以下）
こう

横断勾配（０）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

１以上の出入口

傾斜路及びその踊場

整 備 状 況

�
やむを得ない場合の理由等

（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

こう

勾配

やむを得ない場合の理由等

（ ）

こう

勾配

やむを得ない場合の理由等

（ ）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

有効幅員（１８０�以上，やむを得ないと認められる場
合は通路の末端の付近及び５０ｍ以内ごとに車いすが転

回できる広さを設けた上で１２０�以上）

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

こう

縦断勾配（１／２５以下，やむを得ないと認められる場

合は２／２５以下）

こう

横断勾配（１／１００以下，やむを得ないと認められる

場合は１／５０以下）

つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの

設置

点状ブロック等の敷設

手すりの設置（両側）

整備基準に適合する出入口

及び園内の不特定かつ多数

の者が利用し，又は主とし

て高齢者，障害者等が利用

する施設に接続するそれぞ

れ１以上の園路

段を設ける場合におけ

四
八



３ 便所

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

箇所

適 ・ 否

箇所

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

�

適 ・ 否

形式（ ）

適 ・ 否

長辺 �×
短辺 �

適 ・ 否

設置設備（ ）

適 ・ 否

整 備 基 準

便所の数

滑りにくい材料による仕上げ

多機能便房の数

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

有効幅員（８０�以上）

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式

十分な床面積の確保

腰掛便座，手すり等の適切な配置

多機能便房を設置した旨の表示

便所の出入口

出入口

多

機

能

便

房

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�
こう

勾配
こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

点字による表示

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

有効幅員（１０５�以上）
こう

縦断勾配（２／２５以下）
こう

横断勾配（０）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び園路との識別のしやすさ

る当該段の整備状況

傾斜路及びその踊場

四
九



４ 駐車場

５ 案内設備

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

整 備 状 況

台

箇所

適 ・ 否

�

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

�

適 ・ 否

適 ・ 否

�

こう

勾配

適 ・ 否

踏幅

（ �）

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

整 備 基 準

駐車台数

車いす使用者用駐車施設の数

出入口からの距離

幅員（３５０�以上）

立て看板及び路面の表示

車路との分離等

滑りにくい材料による仕上げ

手すりの設置（両側）

主たる段の回り段の不設置

滑りにくい材料による仕上げ

踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ

つまずきにくい構造

有効幅員（１３５�以上）

つえ，車いすのキャスター等が落ち込まない溝ぶたの設置

傾斜路の設置

有効幅員（１３５�以上，段併設の場合は１０５�以上）
こう

勾配（１／１２以下，高低差が１６�以下の場合は１／８
以下）

踊場の設置（高低差が７５�を超える場合にあっては，７５
�以内ごとに踏幅１５０�以上のもの）

手すりの設置（両側）

滑りにくい材料による仕上げ

立ち上がりの設置（高低差が１０�を超える場合にあっ
ては，高さ１０�以上）

傾斜路とその踊場及び駐車場内の通路との識別のしや

すさ

車いす使用者用駐車施設

段を設ける場合におけ

る当該段の整備状況

傾斜路及びその踊場

出

入

口

か

ら

車

い

す

使

用

者

用

駐

車

施

設

に

至

る

経

路

整 備 状 況

適 ・ 否

整 備 基 準

公園等全体の施設の配置及び経路の表示

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置

五
○



６ 利用する者の意見を聴くための措置（設計段階の取組実績又は工事施工中若しくは完成後の取組予定を記

載すること。）

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

適 ・ 否

適 ・ 否

適 ・ 否

高齢者，障害者等が見やすく理解しやすい配慮

点字による表示

図形若しくは記号又は外国語による表示

五
一



様式第４号（第８条関係）

特定生活関連施設新築等変更協議書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２２条第２項の規定により，特定生活関

連施設の新築等（施設の用途の変更）に係る協議内容の変更について協議します。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

第 号

（電話番号 ）

（電話番号 ）

特定生活関連施設新築等協議書

の 受 理 番 号

変 更 前

変 更 後

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

変

更

の

内

容

設

計

者

施

工

者

五
二



様式第５号（第１０条関係）

特定生活関連施設新築等工事完了届出書

年 月 日

徳島県知事 殿

住 所

氏 名 �
�
�
�

法人にあっては，主たる事務所の所�
�
�在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号

特定生活関連施設の新築等（施設の用途の変更）の工事を完了したので，徳島県ユニバーサルデザインによ

るまちづくりの推進に関する条例第２４条の規定により届け出ます。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

第 号

年 月 日

年 月 日

（電話番号 ）

（電話番号 ）

特 定 生 活 関 連 施 設 の 所 在 地

特 定 生 活 関 連 施 設 の 名 称

主 要 な 用 途

特定生活関連施設新築等協議書の受理番号

工 事 着 手 年 月 日

工 事 完 了 年 月 日

事 前 協 議 の 結 果 通 知 書 に よ る

指 導 及 び 助 言 へ の 対 応 に つ い て

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

氏 名 及 び 電 話 番 号

事 務 所 の 所 在 地

事 務 所 の 名 称

設

計

者

施

工

者

年 月 日

□ 適合 □ 不適合

※ 検 査 年 月 日

※ 検 査 結 果

※

受

付

欄

備考 ※印の欄には，記入しないこと。

五
三



様式第６号（第１１条関係）

（表）

（裏）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第 号

身分証明書

所属

職名

氏名

年 月 日生

上記の者は，徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例第２６条第１項に規

定する立入調査を行う職員であることを証明する。

年 月 日発行

徳島県知事 �

徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例（抜すい）

（報告の徴収及び立入調査）

第２６条 知事は，この章の規定の施行に必要な限度において，特定生活関連施設の設置者等に対し，

報告若しくは資料の提出を求め，又はその職員に，特定生活関連施設若しくはその工事現場に立ち

入り，当該特定生活関連施設の整備基準への適合状況若しくは帳簿，書類その他の物件を調査させ，

若しくは関係者に質問させることができる。

２ 前項の規定により立入調査をする職員は，その身分を示す証明書を携帯し，関係人に提示しなけ

ればならない。

３ 第１項の規定による立入調査又は質問の権限は，犯罪捜査のために認められたものと解釈しては

ならない。

平成１９年６月２９日 徳 島 県 報 号外第３５号

写

真

五
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